
2025年3⽉

築地地区まちづくり事業
(現在の計画状況）

※本資料に掲載の情報は、現時点の想定であり今後変更の可能性がございます
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⑨
オフィス棟

⑧
⾈運・シアター
ホール複合棟

⑦
オフィス・
レジデンス棟

⑥
レジデンス棟

④・⑤
ホテル棟

③
MICE・ホテル
・レジデンス棟

②
ライフサイエンス
・商業複合棟

①
⼤規模集客
・交流施設

配棟別
諸元

オフィス、
店舗等

ホール、店舗
(フードホール
等)、フードラボ、
⾈運利便施設等

オフィス、
住宅、店舗等住宅、店舗等ホテル、

店舗等
ホテル、MICE
施設、住宅、店

舗等

ラボ&オフィス、
インキュベーション

施設、店舗等
スタジアム
、店舗等

主要⽤途/
機能

約19万㎡活⽤都有地
⾯積

東京都⼟地所有者

⼀般定期借地権・70年権利形態・
期間

商業地域地域地区

500%／700％指定容積率

１．事業概要
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※本資料に掲載の情報は、現時点の想定であり今後変更の可能性がございます
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２．要望事項概要

2※本資料に掲載の情報は、現時点の想定であり今後変更の可能性がございます

無断転⽤禁⽌

該当⾴要望事項概要要望項⽬

3
・ バリアフリー化された⼀体的な歩⾏者空間の計画、新⼤橋通りを跨ぐ歩⾏者デッキの整備

・ 歩⾏者ネットワークや広域的な都市計画に関する、関係⾏政機関や周辺開発との協議・調整

築地・東銀座エリアにおけ
る⼀体的なまちづくりにつ

いて
要望事項１

３、４、
５、6、7

・ 総合的に円滑な⾞両交通の実現、広域交通結節点を活⽤し、⼈、⾞、船などの相互アクセスを

確保した総合的に円滑な交通の実現

・ 築地場外市場など周辺とのつながりに配慮した先⾏整備

・ 隅⽥川や浜離宮恩賜庭園との隣接する⽴地をふまえた、⽔とみどりの連続性に配慮した計画

・ 防災拠点としての役割を果たす空間

・ ⼯事中における粉塵対策・海上輸送等の⼯事⾞両対策、仮囲い装飾などのにぎわい配慮

・ 公共⽤駐輪場の整備などの地域貢献に資する取組

跡地開発について要望事項２

7・ 区有施設（まちづくり⽀援施設機能と築地川第⼀駐⾞場）の再編に伴う計画⽴案区有地施設の再編等との連
携について要望事項3

8
・ ⼯事前、⼯事中における協議、説明体制

・ 事業中における周辺地域のにぎわいづくり

・ エリマネや地元組織との連携によるにぎわい創出

地元に配慮した
事業の進め⽅要望事項４
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・歩⾏者中⼼の交通基盤を形成すべく、環状第２号線で分割されたエリアを歩⾏者デッキでつなぎ、
隅⽥川スーパー堤防と⼀体な歩⾏者デッキ（2階レベル）を敷地全体に整備することで、明確な歩⾞分離を図り、バリアフリー化された歩⾏空間を形成

・区の上位計画や周辺の⽔と緑の連続性、区有施設や築地場外市場とのつながりに配慮し、⽴地特性を⽣かしたプロムナードや緑化等を整備

・銀座・新橋⽅⾯等の周辺地域との回遊性向上、安全安⼼の歩⾏者動線確保の観点から新⼤橋通り沿いに複数のデッキ整備を検討

・時間の分散（店舗の配置等）や場所の分散（デジタル技術や誘導員等）を図り、歩⾏者交通の負荷を軽減

・広域的な都市計画について、関係⾏政機関等と協議・調整中

※本資料に掲載の情報は、現時点の想定であり今後変更の可能性がございます

無断転⽤禁⽌
３．歩⾏者ネットワーク等

⽔辺、歴史、⽂化等の特性を活かしたプロムナードの整備歩⾏者中⼼の多層的な交通基盤の形成

「築地まちづくりの考え⽅（R3,中央区）」における「みどりの歩⾏
者ネットワーク」「みどりのプロムナード連続化」⽔辺の歩⾏者ネッ
トワーク」より

みどりの
プロムナード

にぎわいの
プロムナード

⽔辺の
プロムナード

歴史・⽂化の
プロムナード

KK線再編による
歩⾏者ネットワークの延伸

築地川アメニティ構想

築地
場外
市場 築地

本願寺

波除
神社

波
除
通
り

隅⽥川

浜離宮恩賜庭園

晴
海
通
り環状

2号線

築地市場前駅

旧参道
︵
⾞
路
・
交
通
広
場
︶

１
階
レ
ベ
ル

︵
歩
⾏
者
︶

⼈
⼯
地
盤
レ
ベ
ル

築地場外市場

銀座⽅⾯

新橋⽅⾯

⽵芝⽅⾯

周辺との動線(地上等)イメージ

地区内通路線形イメージ

「築地まちづくりの考え⽅（R3,中央区）」における
「みどりの歩⾏者ネットワーク」より
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・敷地内全体を周回できる地区内通路を整備し、環状第2号線側道への接続や各施設から広域交通結節点へのスムーズなアクセスを整備

・敷地内においては、駐⾞場利⽤の多いライフサイエンス・商業（LS・SC）複合棟や⼤規模集客・交流施設は左折IN/OUT を基本とし、地下の各
駐⾞場がネットワーク化することで⾞両を効率的に受け⼊れ、周辺の交差点の交通負荷を低減

・広域交通結節点を活⽤し、⼈、⾞、船などの相互アクセスを確保した総合的に円滑な交通の実現を想定

・以下の⾞路計画は現時点の想定であり、関係⾏政機関等と協議・調整中

※本資料に掲載の情報は、現時点の事業予定者による想定であり今後変更の可能性がございます

無断転⽤禁⽌

1階レベルの地区内通路計画と周辺道路との接続

広域交通
結節点

隅⽥川

環状
第2号線

新⼤橋通り

⼤規模集客・
交流施設

LS・SC複合棟

旧⻘果⾨前
交差点

築地川

勝どき橋⻄交差点

晴海通り

晴海線出⼝

晴海線⼊⼝

晴海線出⼝

銀座・⽇⽐⾕・
⽇本橋⽅⾯

勝どき・
晴海・豊洲⽅⾯

豊海・勝どき・
晴海・豊洲市場⽅⾯

汐留・新橋・
⻁ノ⾨・霞が関
・芝浦⽅⾯

銀座・⽇本橋⽅⾯

中央市場前交差点
築地四丁⽬
交差点

⼋
丁
堀
・
⽇
本
橋
⽅
⾯

４．⾃動⾞交通
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・今後検討がなされる予定の駐⾞場地域ルール等の活⽤を⾒据え、地域の需要に即した来街者⽤駐⾞場の受⼊を想定
（築地場外市場の来街者による利⽤を想定し、ライフサイエンス・商業複合棟（LS・SC複合棟）やオフィス棟内を想定）

・⾃転⾞での来街が多く予想される勝どき側かつ広域交通結節点に近い位置や、新⼤橋通り沿いに駐輪場を整備することを想定

※本資料に掲載の情報は、現時点の想定であり今後変更の可能性がございます

無断転⽤禁⽌

隅⽥川

築地川

新⼤橋通り

晴
海
通
り

広域交通結節点

⼀般⽤駐⾞場

５．駐⾞場・駐輪場等

LS・SC複合棟

オフィス棟

⼀般⽤駐輪場

⼀般⽤駐輪場
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６．防災

※本資料に掲載の情報は、現時点の想定であり今後変更の可能性がございます

無断転⽤禁⽌

・TOKYO強靭化プロジェクトとも連携した「陸・海・空のネットワークを活⽤した防災拠点」を形成

・迅速・円滑な緊急物資輸送など、東京湾臨海部基幹的広域防災拠点施設（有明の丘地区）等と連携し、広域防災拠点としての機能強化に資することを⽬指す

・築地場外市場をはじめとする周辺への来街者（インバウンド含む）や帰宅困難者の受け⼊れを想定し、防災拠点となるオープンスペースや⼀時滞在施設を整備

環状第2号線

防災船着場
海

空

陸

築地川船着場

空⾶ぶクルマのポート

ヘリポート

⾼速晴海線

災害時の交通ネットワーク活⽤イメージ

隅⽥川

晴
海
通
り

屋外⼀時滞留スペースイメージ
屋内⼀時滞在施設イメージ

△計画⾼潮位A.P.＋5.1ｍ

⼤規模集客・交流施設

屋外⼀時滞留スペースイメージ 屋内⼀時滞在施設イメージ

⼀時滞在施設等の配置のイメージ
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7

2040年代2030年代後半2030年代前半2029年度2028年度2027年度2026年度2025年度2024年度

交通インフラ完成
 ⾼速晴海線
 地下鉄新線新駅まちびらき⼆期

（⑨開業）
まちびらき⼀期
（①〜⑦開業）⑧開業東京都との

基本協定締結

現状は「事業予定者」
であり、2024年度末
の基本協定締結を経て、
「事業者」になる予定

埋蔵⽂化財・⼟壌汚染対応、各種許認可⼿続き 本体⼯事

暫定施設開業

７．⼯事対策や区有施設の再編等

※本資料に掲載の情報は、現時点の想定であり今後変更の可能性がございます

無断転⽤禁⽌

【2026〜2027年度】
暫定施設 開業

隅⽥川

築地川

新⼤橋通り

環状2号線

晴
海
通
り

❸

❷

❻

❺❺

❹❹

➐

❶

❾

➑

【2030年代後半】
まちびらき⼆期

【2029年度】
⾈運・シアターホール複合棟 開業

【2030年代前半】
まちびらき⼀期

・⻑期にわたる⼯事期間中においては、⼟壌等の河川搬出や粉塵対策を⾏うとともに、仮囲いの装飾等により賑わい創出に資する施策を計画

・暫定施設では、地元が要望する⾷のインフラ機能の継続という観点をふまえて、築地場外市場をはじめとする地元⽀援に資する機能やオンサイトの情報発
信拠点を整備することを検討

・区有施設の再編等について、区とも連携しながら⼀体的な計画⽴案を検討

資料1
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■想定スケジュール



※本資料に掲載の情報は、現時点の想定であり今後変更の可能性がございます

無断転⽤禁⽌
８．今後の進め⽅

2024 2025 2030年代前半

▲事業予定者選定 ▲暫定施設開業 ▲第⼀期開業

 地元連携、要望ヒアリ
ング等

 WEBページ開設  情報発信拠点開設  発信情報の拡充

マイル
ストーン

取組
内容

●エリアマネジメント
準備会設⽴

●エリアマネジメント組織 設⽴

体制
エリアマネジメント準備会が中⼼となり、フェーズに応じた情報発信を実施

• 築地まちづくりのコンセプ
ト・将来像、取組状況

• 築地の歴史、⽂化、⼟地
特性

• 問い合わせ受付 等

• 本事業現地における
オンサイトでのまちづ
くり情報発信・イベン
ト等

• 暫定施設等と連携し
た情報発信
（WEB、SNS等）

• デジタルを活⽤したまち
づくりシミュレーション
等

◎ ◎ ◎

フェーズ0 フェーズ1 フェーズ2 フェーズ3

 ⼯事期間中の仮囲い
を活⽤した情報発信

まちのさらなる魅⼒向
上・課題解決に繋がる
情報発信の継続
（アプリやセンサーから得
られるデータ等も活⽤）

（想定スケジュール︓フェーズに応じた情報発信イメージ）

・まちづくり協議会や説明会等にて、適宜計画内容について情報共有

・事業者で構成されるエリアマネジメント組織を組成し、地元と連携しながら広域的なにぎわい創出等に寄与

築地の⽂脈・歴史を継承し、⽇本の伝統を表現するモチーフにより、世界に向けた総合的なブランディング戦略を展開

▲基本協定締結
（事業予定者→事業者）
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現在
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